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2
8
1
3
人
が 

　
希
望
を
胸
に
学
問
・
研
究
の
道
へ

ー
 

本学での学びと金沢での 
生活を通じて、理性と感性を高め 
力強い自己を形成してほしい。 
　　　　　　　　林　勇二郎学長 

希望
を胸
に続
々と
入場
する
新入
生た
ち。
 

h e a d   i n e  n e w s
平成18年度入学宣誓式 

4
月
7
日
、
金
沢
市
観
光
会
館
で
平
成
１８
年
度
金
沢
大
学
入
学
宣
誓
式
が
、

ま
た
、
医
学
部
十
全
講
堂
で
金
沢
大
学
大
学
院
入
学
宣
誓
式
が
挙
行
さ
れ
、

学
部
生
1
8
4
0
名
、
専
攻
科
8
名
、
別
科
３８
名
、
編
入
学
８９
名
、
大
学

院
生
8
3
8
名
、
計
2
8
1
3
名
が
金
沢
大
学
に
入
学
し
た
。 
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大
学
の
知
的
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

を
考
え
る
、
日
本
学
術
会
議
地
域
振
興
・
中
部
地

区
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
3
月
3
日
、
自
然
科
学
棟
で
開

催
さ
れ
た
。
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
科
学
者
の
国

会
」
と
さ
れ
る
日
本
学
術
会
議
が
、
社
会
と
の
対

話
機
能
の
強
化
を
目
的
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、

昨
年
１０
月
に
本
学
の
林
勇
二
郎
学
長
が
会
員
と
な

り
、
今
回
初
め
て
金
沢
で
開
か
れ
た
。
 

　
馳

浩
文
部
科
学
副
大
臣
、
黒
川
清
日
本
学
術

会
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
阿
部
博
之
総

合
科
学
技
術
会
議
議
員
、
　
永
保
文
部
科
学
省
大

臣
官
房
審
議
官
、
林
学
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
者
、

国
、
大
学
の
立
場
か
ら
、
大
学
の
知
を
い
か
に
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
 

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
中
部

地
区
の
各
国
立
大
学
長
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
代
表
ら
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
大
学
が
ど
う

応
え
る
か
、
人
材
育
成
に
ど
う
関
わ
る
か
な
ど
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
。
 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
中
部
地
区
の
大
学
の
教
員
、

自
治
体
関
係
者
は
じ
め
、
中
部
経
済
産
業
局
、
北

陸
経
済
連
合
会
な
ど
か
ら
2
0
0
名
余
り
が
出
席

し
た
。
 

 

―日本学術会議地域振興・中部地区フォーラム― 

パネルディスカッション（左から、村上清史金沢大学長補佐、末岡宗広エスシーワールド（株）社長、児嶋眞一福井大学長、 
中川脩一ISICO石川ハイテク・センシング・クラスター事業総括、松井信行名工大学長、山本和義北陸先端大先端科学技術 
研究調査センター長、吉国信雄金沢大知的財産本部長） 

馳副大臣 

黒川会長 

中部地区の大学長ら地域活性化を討論 

新
入
生
を
歓
迎
し
て
 

合
唱
団
が
爽
や
か
な
歌
声
を
、
 

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
 

華
麗
な
演
奏
を
披
露
し
た
。
 

産学
連携

 

林学長 
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Campus TrendCampus TrendCampus Trend

学
力
が
下
が
っ
た
の
で
は
な
く
、 

„
格
差
“が
広
が
っ
た
 

大
学
生
の
学
力
が
低
下
し
て
い
る
？
 

自
立
に
向
け
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
 

自
ら
学
ぶ
。
 

興
味
を
広
げ
る
。
 

注　共通教育カリキュラム：1～2年次に全学部の学生が学ぶ授業のこと。 

„
ゆ 

―
―
自
ら
学
び
、
将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
！
 

基
本
は
自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
の
自
学
自
習
 

新
・
共
通
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
 

1

導入科目　「初学者ゼミ」「大学・社会生活論」 
他に、受験勉強で落ちた身体能力を回復させる「体力リフレッ
シュ」がある。 

英語教育　学生をセンター試験の成績に応じた5段階に分け、習熟度別
のきめ細かな指導を行う。外国人教員との英会話が必ず履修
できる。TOEICやTOEFL等の外部試験成績も単位化する。 

情報処理　新入生ノートパソコンの必携化（Acanthus No4に記事）に
あわせ「情報処理基礎」を開講。パソコン操作だけでなく、情
報倫理やネットワークセキュリティから学ぶ。 

 

新カリキュラムは3つの柱からなっている。 

これら新しい講義の内容が知りたい方は http://sab.adm.kanazawa-u.ac.jp/ 
Webシラバスで検索ください。 

                                  

       　
近
年
、何
か
と
話
題
に
な
る„
大
学
生
の
学
力
低

下
“。
 

　
分
数
の
計
算
が
で
き
な
い
、ノ
ー
ト
が
取
れ
な
い
、

文
章
が
か
け
な
い
。
そ
ん
な
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
文
句

が
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
 

　
金
沢
大
学
で
も
今
年
度
か
ら
共
通
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム（
注
）を
刷
新
し
、新
１
年
生
の
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
。
本
当
に
大
学
生
の
学
力
は
低
下
し
た
の

だ
ろ
う
か
？
　
だ
と
す
れ
ば
、本
学
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
新
１
年
生
を
指
導
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？
 

　
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
そ
の
立
ち
上
げ
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
共
通
教
育
機
構
長
、古
畑
徹
教
授

に
お
話
を
伺
っ
て
き
た
。
 

   

と
り
教
育
“が
始
ま
り
中
学
、高
校
と
、授
業

科
目
が
選
択
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

入
試
も
科
目
が
選
択
可
能
に
。
そ
れ
が
学
生
間
の„
格

差
“が
広
が
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
古
畑
教
授
は

言
う
。
 

　
例
え
ば„
Ａ
と
い
う
科
目
は
、入
試
で
選
択
し
な

く
て
い
い
の
で
詳
し
く
教
え
な
い
“。
 

　
そ
の
よ
う
な
判
断
が
学
校
ご
と
、科
目
ご
と
に
行

わ
れ
、Ａ
と
い
う
教
科
を
学
ん
で
き
て
い
る
学
生
、Ａ

は
学
ん
で
な
い
が
Ｂ
を
学
ん
で
い
る
学
生
な
ど
、学

び
の
内
容
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
学
生
が
大
学
に
入
学

し
て
く
る
の
だ
と
い
う
。
 

   　
こ
の„
格
差
“を
こ

れ
ま
で
の
大
学
教
育

で
埋
め
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
金
沢
大
学
で
は

„
学
生
自
身
に
“そ
の
格
差
を
埋
め
て
も
ら
お
う
と

考
え
て
い
る
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
始
ま
る「
導
入

科
目
」で
、彼
ら
の„
自
学
自
習
“に
期
待
す
る
の
だ
。
 

　
自
学
自
習
の
核
と
な
る
導
入
科
目
は
2
つ
。「
初

学
者
ゼ
ミ
」と「
大
学
・
社
会
生
活
論
」だ
。
 

　
初
学
者
ゼ
ミ
は
、文
字
通
り„
ゼ
ミ
“形
式
の
授
業
。

調
べ
る
、発
表
す
る
、文
章
に
ま
と
め
る
な
ど
、大
学

で
の
学
び
の
基
礎
を
１
年
生
の
段
階
か
ら
学
習
す

る
こ
と
に
な
る
。
 

　
つ
い
で
、大
学
・
社
会
生
活
論
は„
健
康
管
理
教
育
“

や„
ゴ
ミ
の
分
別
ル
ー
ル
“な
ど
、大
学
生
活
を
お
く

る
上
で
の
基
礎
的
な
事
柄
を
学
ぶ
。
 

　
こ
ん
な
こ
と
ま
で
大
学
で
教
え
る
の
？
 
と
い
う

声
が
聞
こ
え
そ
う
だ
が
、教
え
る
の
は
そ
の
道
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
最
後
は
学
問
に
昇
華
さ
れ
る
。
健
康

管
理
教
育
は„
生
活
習
慣
病
や
心
の
健
康
“に
。ゴ
ミ

の
分
別
ル
ー
ル
は„
国
際
的
な
環
境
問
題
“に
と
い
っ

た
具
合
だ
。
 

　
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
に
、様
々
な
学
問
に
対
す
る

ベ
ー
ス
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
の
だ
。
 

  　
古
畑
教
授
は
、こ
れ
ら
導
入
科
目
を
「
自
立
に
向

け
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」と
位
置
づ
け
た
。
 

　
そ
れ
は
「
初
学
者
ゼ
ミ
」
で
学
び
方
を
学
び
「
大

学
・
社
会
生
活
論
」
で
様
々
な
学
問
の
ベ
ー
ス
を
身

に
つ
け
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
れ
か
ら
の
4
年

間
で„
自
分
が
学
び
た
い
こ
と
“を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ

し
、そ
れ
を
目
標
と
で
き
る
力
を
培
お
う
と
い
う
思

惑
が
あ
る
か
ら
だ
。
 

　
そ
し
て
、そ
の
力
は
大
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
分
の
将
来
に
向
け
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
古
畑
教
授
は
語
る
。
そ
の
た
め
、大
学
・
社
会
生

活
論
の
中
に
は
就
職
・
進
学
論
や
留
学
論
も
含
ま
れ

て
い
る
。こ
の
講
義
を
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ベ
ー
ス
と

す
る
た
め
だ
。
 

　
本
年
度
の
１
年
生
は„
ゆ
と
り
教
育
“の
第
１
期

生
。
 

　
彼
ら
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
可
能
性
が
、新
し
い

共
通
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
期
待
し
た
い
。
 

 

 

共通教育機構長 
古畑　徹　教授 
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縦
割
り
の
学
問
で
は
対
応
で
き
な
い
 

縦
割
の
学
問
体
系
を
打
破
し
第
一
線
級
レ
ベ
ル
を
目
指
す
 

大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
が
ス
タ
ー
ト
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化
、 

そ
し
て
学
位
取
得
へ
 

１
年
コ
ー
ス
も
目
玉
 

教
育
研
究
拠
点
を
作
り
た
い
 

注　リカレント：一度社会に出た人が、再び教育の場で最新の知識や高度な技術を学ぶこと。 

例 

大学院入学式にて 

  

　
4
月
か
ら
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
が
設

置
さ
れ
た
。
 

　
文
、法
、経
済
の
3
研
究
科
の
修
士
課
程
を
、同

研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
と
し
て
発
展
統
合
。
こ

れ
ま
で
の
社
会
環
境
科
学
研
究
科
を
新
研
究
科
の

後
期
課
程
に
位
置
づ
け
、5
年
一
貫
教
育
を
目
指
す
。

改
組
の
目
的
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
に
つ
い
て
、4

月
に
就
任
し
た
柴
田
正
良
研
究
科
長
に
伺
っ
た
。
 

  

え
ば
少
子
化
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、法
、

経
済
、教
育
、福
祉
と
い
っ
た
様
々
な
分
野

に
わ
た
る
知
識
が
必
要
に
な
る
。こ
の
よ
う
に
現
代

的
課
題
に
は
、こ
れ
ま
で
の
縦
割
り
の
学
問
体
系
で

は
対
処
で
き
ず
、学
際
性
、融
合
性
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
既
設
の
社
会
環
境
科
学
研
究

科
は
学
際
性
、融
合
性
を
謳
っ
て
は
い
た
が
、博
士
課

程
の
み
で
下
か
ら
の
支
え
が
弱
か
っ
た
。
 

　
そ
こ
で
、学
部
教
育
か
ら
連
続
し
て
5
年
一
貫
で

研
究
者
や
高
度
専
門
職
業
人
を
養
成
す
る
大
学
院

と
し
て
、新
研
究
科
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。こ
こ
で

は
、今
日
の
人
間
と
文
化
、社
会
の
相
互
関
係
を
め

ぐ
る
諸
課
題
を
人
間
社
会
環
境
の
問
題
と
し
て
、よ

り
総
合
的
、多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

   　
新
研
究
科
の
設
置
に
伴
い
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
大

幅
に
見
直
し
た
。
 

　
文
系
の
大
学
院
で
は
、

何
を
学
ぶ
か
は
学
生

自
身
の
興
味
に
ま
か

せ
る
傾
向
に
あ
り
、カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
体
系
性
、

一
貫
性
が
不
足
し
て
い
た
。ま
た
、博
士
課
程
で
は
学

位
取
得
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、学
位
取
得
者
は
入
学

者
の
半
分
以
下
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
。
 

　
新
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
で
は
、研
究
者
志
向

型
、リ
カ
レ
ン
ト（
注
）型
、生
涯
学
習
型
と
い
っ
た

学
生
の
到
達
目
標
の
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
た
個
々
の

学
習
計
画
を
も
と
に
、年
次
進
行
に
沿
っ
て
共
通
科

目
、基
礎
科
目
、展
開
科
目
と
い
っ
た
科
目
を
組
み

立
て
、体
系
的
に
学
べ
る
よ
う
に
す
る
。
 

　
博
士
後
期
課
程
で
は
1
、2
年
次
に
そ
れ
ぞ
れ
、

雑
誌
へ
の
論
文
投
稿
を
義
務
付
け
、そ
れ
ら
が
博
士

論
文
の
一
部
を
成
す
形
で
3
年
次
に
博
士
論
文
を
完

成
さ
せ
る
。ま
た
、教
員
が
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
に
参
加
し
て
研
究
実
績
を
重
ね
さ
せ
る
。
論
文

審
査
を
２
段
階
方
式
と
し
、修
正
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
で
審
査
に
合
格
す
る
レ
ベ
ル
の
論
文
を
完
成

さ
せ
る
。こ
の
よ
う
に
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
、学
位
取
得
者
の
大
幅
な
増
加
を
目
指
し
て

い
る
。
 

  　
博
士
前
期
課
程
の
公
共
経
営
政
策
専
攻
に
は
、

短
期
在
学（
１
年
）コ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
た
。コ

ー
ス
で
は
、公
務
員
、N
P
O
な
ど
で
働
く
社
会
人

の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
う
。
職
業
現
場
で
培
っ
た

知
識
、技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
授
業
に
生
か
し
た
形
で

の
単
位
取
得
、夜
間
・
土
日
開
講
の
授
業
、修
士
論

文
に
代
わ
る
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、働
き
な
が
ら
１
年
で
の
修

了
を
目
指
す
。
 

　
コ
ー
ス
に
は
１４
名
の
受
験
が
あ
り
、こ
の
春
か
ら

5
名
が
入
学
し
た
。
期
待
以
上
に
反
響
が
大
き
い
と

い
う
。
 

  　
「
人
間
社
会
環
境
と
い
う
概
念
が
捉
え
る
学
問

分
野
で
、日
本
海
側
の
教
育
研
究
拠
点
を
作
り
た
い
」 

　
柴
田
研
究
科
長
に
抱
負
を
尋
ね
た
ら
、こ
ん
な
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
学
生
の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、研
究
面
で
も
全
国
的
に
第
一
線
級
の
レ
ベ
ル
を

目
指
し
た
い
そ
う
だ
。
 

　
そ
し
て
、「
金
沢
市
内
の
文
系
の
修
士
は
、金
大
が

す
べ
て
引
き
受
け
ま
す
。
北
陸
3
県
の
文
系
の
博
士

は
金
大
が
す
べ
て
引
き
受
け
ま
す
」
と
の
頼
も
し
い

言
葉
。
 

　
研
究
科
長
を
船
長
に
新
し
く
船
出
し
た
人
間
社

会
環
境
研
究
科
。
教
育
研
究
の
充
実
と
発
展
を
期

待
し
た
い
。
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オーロラの電磁波を 
突き止めたい 
南極昭和基地で活動中！！ 

オ
ー
ロ
ラ
の
根
源
と
な
る
領
域
を
 

立
体
的
に
観
測
 

人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
 

身
に
し
み
る
、南
極
生
活
 

注1：人間の耳に聞こえる（20Hz～20kHz）周波数帯の中にある電波の周波数帯 
注2：これらの地点を結ぶと一辺約80kmの正三角形を形作る 
注3：世界中のどこでも使える携帯電話サービス用の衛星 

　
2
0
0
5
年
１１
月
２８
日
、
私
は
、
第
４７
次
南
極

地
域
観
測
・
研
究
観
測
隊
員
と
し
て
南
極
・
昭
和

基
地
に
向
け
て
、
日
本
を
出
発
し
ま
し
た
。
氷
山
、

ペ
ン
ギ
ン
、
ア
ザ
ラ
シ
に
出
迎
え
ら
れ
、
１２
月
１８

日
、
氷
海
を
航
行
中
の
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

よ
り
一
足
早
く
ヘ
リ
で
、
南
極
・
昭
和
基
地
に
降

り
立
ち
ま
し
た
。
昭
和
基
地
で
の
行
動
が
い
よ
い

よ
開
始
で
す
。
 

   

回
、
私
は
極
地
方
特
有
の
オ
ー
ロ
ラ
に
伴

う
自
然
電
磁
波
動
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き

た
の
か
？

そ
し
て
、
そ
の
発
生
領
域
が
ど
の
よ

う
に
変
動
す
る
の
か
？

を
突
き
と
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
可
聴
周
波
数
帯
で
あ
る
V
L
F

帯
（
注
1
）
の
自
然
電
磁
波
動
に
的
を
し
ぼ
り
、

南
極
の
„
H
1
0
0
“
、„
ス
カ
ー
レ
ン
“、„
西

オ
ン
グ
ル
“
と
い
う
3
つ
の
無
人
観
測
点
（
注
2
）

に
観
測
器
を
設
置
す
る
と
い
う
大
き
な
研
究
テ
ー

マ
を
持
っ
て
、
南
極
観
測
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
昭
和
基
地
よ
り
約
1
0
0
k
m
も
離
れ
た

H
1
0
0
と
ス
カ
ー
レ
ン
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
を

国
内
に
お
い
て
準
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る

よ
う
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
衛
星
（
注
3
）
を
用
い
た
デ

ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
新
し
く
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
極
で
の
観
測
だ
け
で
な
く
科
学
衛
星
「
あ

け
ぼ
の
」
の
協
力
で
、
今
回
、
衛
星
と
南
極
と
の

同
時
観
測
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
3

次
元
で
の
観
測
が
可
能
と
な
り
、
世
界
で
初
め
て

オ
ー
ロ
ラ
の
根
源
と
な
る
領
域
を
「
立
体
的
」
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期

待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
 

　
内
陸
に
位
置
し
、
第
４７
次
観
測
隊
の
ヘ
リ
を
使

っ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
最
も
危
険
な
場

所
で
あ
る
H
1
0
0
で
の
観
測
器
設
置
作
業
、
ス

カ
ー
レ
ン
で
は
天
候
悪
化
に
よ
り
ヘ
リ
が
飛
ぶ
こ

と
が
で
き
ず
、
吹
雪
の
な
か
テ
ン
ト
で
の
停
滞
な

ど
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
私
の
「
南
極
自
然

V
L
F
波
動
多
点
観
測
」
は
、
観
測
点
3
箇
所
す

べ
て
に
お
い
て
無
事
観
測
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
成
功
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
多
く
の
方

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
結
果
で
す
。

誰
一
人
の
協
力
が
欠
け
て
も
成
功
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
、
こ
ん
な
に
も
大
事
な
も
の
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
を
こ
こ
、
南
極
で
は
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

   　
現
在
、
私
た
ち
は
大
規
模
な
昭
和
基
地
の
運
営

を
た
っ
た
３６
名
で
維
持
し
て
い
ま
す
。
昭
和
基
地

で
の
生
活
を
紹
介
す
る
と
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

「
快
適
」
で
、
P
H
S
が
使
え
、
ラ
ジ
オ
放
送
も

あ
り
、
郵
便
局
ま
で
あ
る
…
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
常
時
接
続
と
日
本
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
た
っ
た
３６
名

で
ま
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

2
0
0
7
年
１２
月
ま
で
の
約
1
年
間
、
こ
の
３６
名

で
基
地
を
守
り
、
次
の
第
４８
次
隊
の
受
け
入
れ
に

備
え
て
い
る
の
で
す
。
1
年
間
の
長
い
昭
和
基
地

で
の
生
活
、
何
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
た
ち
４７
次
隊
は
、
強
い
結
束
で
、
こ
の

昭
和
基
地
を
守
り
ぬ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
生
活
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
人
と
の
つ

な
が
り
、
協
力
、
こ
こ
昭
和
基
地
で
は
痛
い
ほ
ど

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  

今 

dream project dream project dream project dream project

尾崎光紀 
自然科学研究科助手 

夢 project vol.  4　5

vol.4

西オングルに 
設置したアンテナと尾崎助手 

オーロラと尾崎助手 

盗賊カモメと氷山 

夕日をバックにペンギン 
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ミ
ク
ロ
の
世
界
に
お
い
て
 

「
熱
」
と
は
「
振
動
」
で
あ
る
 

桁
違
い
の
低
温
で
、 

量
子
臨
界
現
象
を
導
く
 

観
測
が
熱
源
に
。
低
温
物
理
学
は
 

時
間
と
の
戦
い
 

未
知
へ
の
情
熱
が
原
動
力
 

　
「
マ
イ
ク
ロ
K
温
度
領
域
に
お
け
る
量
子
臨
界

現
象
の
研
究
」
 

　
こ
れ
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
科
研
費
）
の

中
で
も
最
高
ラ
ン
ク
の
「
特
別
推
進
研
究
」
に
選

ば
れ
た
鈴
木
治
彦
教
授
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
 

　
特
別
推
進
研
究
と
は
„
国
際
的
に
高
い
評
価
を

得
て
い
る
研
究
“

を
よ
り
い
っ
そ

う
振
興
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ

た
研
究
種
目
で

あ
り
、
世
界
一

の
冷
却
装
置
と

極
低
温
実
験
の

豊
富
な
実
績
を

持
つ
鈴
木
教
授

に
は
、
5
年
で

2
億
4
千
万
円
の
研
究
費
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。
 

　
過
去
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
野

依
良
治
教
授
も
選
ば
れ
て
い
た
特
別
推
進
研
究
。

そ
ん
な
日
本
最
高
の
研
究
種
目
に
選
ば
れ
た
鈴
木

教
授
は
、
ど
の
よ
う
な
謎
に
挑
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
 

　
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
た
。
 

   

イ
ク
ロ
K
と
は
限
り
な
く
絶
対
零
度
ー

ゼ
ロ
K
（
ケ
ル
ビ
ン
）
。
我
々
に
な
じ
み

深
い
温
度
表
記
に
直
せ
ば
マ
イ
ナ
ス
2
7
3
・

1
5
℃
ー
に
近
い
温
度
を
指
す
。
鈴
木
教
授
は
、

そ
ん
な
„
熱
の
な
い
“
世
界
に
お
い
て
„
事
象
の

本
質
“
を
観
測
し
よ
う
し
て
い
る
。
 

　
そ
も
そ
も
„
熱
“
と
は
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
は
„
原

子
の
振
動
“
と
い
う
状
態
で
現
れ
て
く
る
。
言
い

換
え
れ
ば
„
熱
を
も
つ
物
質
の
原
子
は
す
べ
か
ら

く
振
動
し
て
い
る
“
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

　
揺
れ
た
ま
ま
の
物
質
を
観
測
し
て
も
詳
細
が
分

か
ら
な
い
。
 

　
そ
の
た
め
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
マ
イ

ク
ロ
K
と
呼
ば
れ
る
極
低
温
。
熱
に
よ
る
振
動
が

限
り
な
く
抑
え
ら
れ
た
状
態
な
の
だ
。
 

   　
熱
に
よ
る
振
動
が
抑
え
ら
れ
る
と
、
物
質
の
振

る
舞
い
が
変
化
し
始
め
る
。
今
ま
で
、
熱
に
よ
っ

て
隠
さ
れ
て
き
た
物
質
の
本
質
が
顔
を
出
し
始
め

る
（
＝
量
子
相
転
移
）
の
だ
。
鈴
木
教
授
は
こ
の

付
近
で
起
き
る
現
象
（
＝
量
子
臨
界
現
象
）
に
目

を
光
ら
せ
て
い
る
。
 

　
金
沢
大
学
の
核
断
熱
消
磁
冷
却
装
置
が
作
り
出

す
温
度
は
0
・
0
0
0
0
5
K
（
マ
イ
ナ
ス
2
7
3
・

1
4
9
9
5
℃
）
。
他
機
関
の
一
般
的
な
研
究
温

度
が
0
・
0
1
K
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
桁
違

い
の
低
温
だ
。
 

   　
低
温
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
実
験
に
か
か
る
時

間
が
長
く
な
る
。
 

　
な
ぜ
な
ら
観
測
す
る
こ
と
ー
光
を
当
て
て
物

質
を
見
る
。
電
波
を
当
て
て
物
質
を
探
る
ー
そ

の
行
為
が
、
温
度
上
昇
の
原
因
と
な
る
か
ら
だ
。

1
度
観
測
す
る
と
1
週
間
ほ
ど
か
け
て
再
冷
却
す

る
必
要
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
正
確
な
デ
ー
タ
を

取
る
た
め
に
は
、
複
数
回
の
観
測
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

　
そ
の
繰
り
返
し
で
、
1
つ
の
実
験
が
終
わ
る
の

に
半
年
も
の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
。
 

　
そ
れ
で
も
鈴
木
教
授
が
0
・
0
0
0
0
5
K
で

実
験
を
行
う
の
は
、
0
・
0
1
K
で
は
見
え
な
い

も
の
が
見
え
る
か
ら
。
ま
だ
誰
も
見
た
こ
と
の
な

い
、
物
質
の
本
質
が
見
え
る
か
ら
だ
。
 

  　
本
年
度
に
定
年
退
職
を
迎
え
る
鈴
木
教
授
だ
が

„
特
任
教
員
“
と
し
て
、
引
き
続
き
金
沢
大
学
で

研
究
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
 

「
こ
れ
で
ま
す
ま
す
研
究
に
没
頭
で
き
ま
す
」
 

鈴
木
教
授
は
本
当
に
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。
 

　
純
粋
な
、
未
知
へ
の
情
熱
。
 

　
そ
れ
こ
そ
が
、
世
界
の
根
源
を
紐
解
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
。
 

特任教員：寄附講座や科研費などの外部資金によって、学長の認めた特定のプロジェクトを推進する教員のこと。平成18年度から始
まり、鈴木教授のほかにも、イグ・ノーベル賞を受賞した廣瀬幸雄教授など、高度な専門知識を有する教員が就任している。 

ream project dream project dream project dream project dream project dream project d

マ 

夢 

鈴木治彦 
金沢大学特任教授 

金沢大学初の特別推進研究 

「熱」という雑音を排し、 
 物質の本質に迫る 

vol.5

核断熱消磁冷却装置の心臓部 

極低温研究室。 
様々な計測機器が並ぶ 
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young poweryoung power
close-upclose-up

誰もが楽しめる観光都市へ 

「学長研究費奨励費」による 

～学生がバリアフリー度調査～ 

「学長研究奨励費」とは？ 
学部生の優れた研究を奨励するため、1件あたり20～30万円の範囲で必要物品等を援助する制度。毎年50件以上の
申請の中から、優秀な研究が10数件選ばれており、17年度は51件の申請に対し14件が採択された。研究の成果は、
成果発表会の開催や論文集発行により公表されている。 

文学部 
　　　福井　　梓　単語の自動的意味処理における気分一致

効果の検討 
　　　杉原　淳子　ラットの計数行動に関する研究 
　　◎川端優香里　金沢大学卒業生からみた大学教育の評価 
　　◎林　　愛美　少年犯罪統計の基礎的分析とデータ・ベ

ース構築 

教育学部 
　　◎岩下亜希子　インターネットを利用した教員免許取得

単位のチェックシステムの試作 
　　　古市　泰郎　短期間の局所不活動が下肢筋酸素動態に

及ぼす影響について 

法学部 
　　◎若生　幸也　金沢市における住民参加の政策形成 

経済学部  
　　◎小長谷春奈　ステッカーから見る「物言わぬ日本人」 

理学部  
　　◎荒砂　貴司　日本海形成時の地質変動の記録 

－南砺市周辺の地質調査－ 

医学部医学科 
　　　田中　良男　脊髄小脳変性症の病態解明と治療法開発 

医学部保健学科 
　　◎林　　裕子　助産師Role Modelと職業継続の関連性

の研究 
　　◎相川美紗子　金沢市の観光地におけるバリアフリー体

験による実態調査 

薬学部 
　　　前田紗弥香　トラウマ発症機構の解明研究 

工学部 
　　◎高橋　恭平　第4回全日本学生フォーミュラ大会参戦

車両のサスペンション試験装置の設計・
製作 

金
沢
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
で
分
析
 

意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
大
き
な
財
産
に
 

平成17年度「学長研究奨励費」一覧 

◎：グループ 

1

　
金
沢
市
の
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
度
を
調
査
。

　
医
学
部
保
健
学
科
作
業
療
法
学
専
攻
の
学
生
7

名
に
よ
る
研
究
は
、
１７
年
度
「
学
長
研
究
奨
励
費
」

に
よ
る
補
助
を
受
け
た
。
報
告
書
完
成
に
よ
う
や

く
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
話
を
聞
い
た
。
 

  

究
の
き
っ
か
け
は
、
授
業
で
駅
や
繁
華
街
、

美
術
館
、
ト
イ
レ
な
ど
公
共
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
度
を
調
査
し
た
こ
と
。
こ
の
授
業
を
引

き
継
ぎ
、
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
度
が
ど
ん
な

も
の
か
車
椅
子
使
用
者
の
視
点
か
ら
検
証
を
試
み

た
。
金
沢
市
は
全
国
で
も
有
数
の
歴
史
あ
る
観
光

地
が
多
く
あ
る
が
、
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て
調
査
し
た
資
料
が
少
な
く
、
調
査
結
果
が

観
光
地
の
環
境
改
善
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と

考
え
た
。
 

 　
調
査
対
象
と
し
た
観
光
地
は
兼
六
園
、

東
茶
屋
街
、
武
家
屋
敷
、
尾
山
神
社
の
4

ヶ
所
。
学
生
１
人
を
車
椅
子
の
模
擬
使
用
者
、

１
人
を
介
助
者
と
設
定
し
、
車
椅
子
を
使

用
し
て
実
際
に
訪
ね
た
。
歩
道
、
出
入
り
口
、

ト
イ
レ
、
廊
下
、
展
示
場
、
喫
茶
店
な
ど

の
段
差
、
幅
な
ど
を
測
定
し
、
使
い
や
す
さ
、

心
地
良
さ
な
ど
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

よ
り
客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
評
価
す
る

た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
新
た
に
作
成

し
項
目
ご
と
に
評
価
を
行
っ
た
。
行
政
や
各
観
光

地
に
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
た
。
 

  　
そ
の
結
果
、
各
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対

す
る
取
り
組
み
が
不
十
分
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
こ
こ
で
様
々
な
限
界
に
突
き
当
た
っ
た
。
 

　
当
初
は
、
研
究
結
果
を
行
政
や
各
観
光
地
に
提

供
し
、
改
善
に
利
用
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
行
政
で
は
、
観
光
地
の
施
設
を
管
轄
す
る
部

署
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
、
観
光
地
で
は
、
地
形

の
都
合
、
景
観
保
護
条
例
の
適
用
、
個
人
の
家
や

商
店
に
は
改
善
を
求
め
ら
れ
な
い
、
資
金
の
補
助

が
な
い
な
ど
か
ら
、
簡
単
に
改
善
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

　
そ
こ
で
、
観
光
地
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
ア
ク
セ
ス
、
坂
、
段
差
、
通
行
不
可

区
域
、
注
意
点
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
、
現
状

の
ま
ま
車
椅
子
使
用
者
と
健
常
者
が
共
に
観
光
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
考
え
た
。
作
成
し
た
マ

ッ
プ
は
、
実
際
に
車
椅
子
使
用
者
の
意
見
を
聞
く

な
ど
、
よ
り
精
度
を
上
げ
、
観
光
地
な
ど
で
利
用

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

  　
自
身
の
勉
学
、
実
習
と
研
究
の
掛
け
持
ち
は
大

変
だ
。
実
地
調
査
の
後
、
数
ヶ
月
は
な
か
な
か
時

間
が
と
れ
ず
に
、
１
月
下
旬
か
ら
2
月
の
1
ヶ
月

余
り
の
間
、
ほ
ぼ
毎
日
、
皆
で
集
ま
っ
て
ま
と
め

あ
げ
た
。
グ
ル
ー
プ
代
表
の
相
川
美
紗
子
さ
ん
は

「
皆
で
意
見
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
研
究
を
ま
と
め
て

い
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
。
今
後
、
様
々
な
設

定
を
加
え
て
、
卒
業
研
究
な
ど
に
発
展
さ
せ
て
い

っ
て
も
お
も
し
ろ
い
か
も
」
と
研
究
を
終
え
て
の

感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
 

　
学
業
と
の
両
立
、
思
い
通
り
に
進
ま
な
い
研
究
、

様
々
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
ま
と
め
あ
げ

た
報
告
書
。
7
月
に
は
研
究
発
表
会
、
9
月
に
は

「
学
長
研
究
奨
励
費
」
の
他
の
採
択
課
題
と
と
も

に
論
文
集
に
ま
と
ま
ら
れ
る
。
苦
労
し
な
が
ら
研

究
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
学
生
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
 

研 

毎日、集まって研究
をまとめました 

道路の段差を計測中！ 

�



見
え
て
き
た
片
町
の
顔
 

片
町
商
店
街
を
 

„
ゲ
ー
ム
盤
“に
。
 

携
帯
電
話
を
 

„
サ
イ
コ
ロ
“に
。
 

購
読
雑
誌
で„
あ
な
た
“が
分
か
る
。
 

飯
島
ゼ
ミ
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
。
 

片町と学生のユニークコラボ 

携帯電話が商店街を活性化する 

～「e-片町お店スゴロク」～ 

2

 
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
や
、郊
外
型
大
規
模
商
業
施

設
の
進
出
、消
費
者
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
様
々

な
要
因
が
地
方
都
市
商
店
街
を
苦
し
め
て
い
る
。
そ

れ
は
金
沢
の
中
心
街
・
片
町
に
お
い
て
も
例
外
は
な

く
、関
係
者
は
街
の
停
滞
・
衰
退
に
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
。
 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、本
学
経
済
学
部
情
報

科
学
研
究
室
「
飯
島
ゼ
ミ
」
は
、携
帯
電
話
の
Q
R

コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
を
用
い
た
、ユ
ニ
ー
ク
な„
商

店
街
活
性
化
作
戦
“を
考
案
。
2
0
0
3
年
か
ら
実

施
し
て
、大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
 

　
そ
の
名
も
「
e
ー
片
町
お
店
ス
ゴ
ロ
ク
」
 

　
3
回
目
の
実
施
と
な
っ
た
2
0
0
5
年
に
は
、雑

誌
に
よ
る
独
自
の„
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
“を
導

入
し
、見
事
地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
 

　
e
ー
片
町
お
店
ス
ゴ
ロ
ク
と
は
？
　
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
分
析
と
は
？
 

　
飯
島
ゼ
ミ
を
取
材
し
た
。
 

                

                                   

     

ゴ
ロ
ク
の
マ
ス

↓
片
町
商
店
街

の
お
店
。
 

　
次
に
進
む
た
め
に
振

る
サ
イ
コ
ロ
↓
お
店
に

張
ら
れ
た
Q
R
コ
ー
ド
。
 

　
ス
ゴ
ロ
ク
の
コ
マ
↓
自
分
自
身
。
 

　
そ
ん
な
、ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ス
ゴ
ロ
ク
ゲ
ー
ム

が「
e
ー
片
町
お
店
ス
ゴ
ロ
ク
」で
あ
る
。
参
加
者
は

Q
R
コ
ー
ド
に
隠
さ
れ
た
情
報
に
従
っ
て
店
舗
を
め

ぐ
る
。ゲ
ー
ム
な
の
で
、普
段
は
入
っ
た
こ
と
の
な
い

店
に
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
加
者
に

は
新
店
舗
の
発
見
、店
主
に
は
来
客
と
売
り
上
げ
の

増
加
と
、双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
評
判
も
上
々
だ
。
 

　
当
初
は
「
Q
R
コ
ー
ド
と
は
何
だ
？
」
と
首
を
ひ

ね
っ
て
い
た
商
店
街
の
方
々
か
ら
も
「
今
年
も
ま
た

や
っ
て
よ
」と
、声
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

   　
し
か
し
、イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
み
の
来
客
増
加
で

は
本
当
の
意
味
で
の„
商
店
街
の
活
性
化
“は
達
成

で
き
な
い
。
 

　
そ
の
た
め
、第
3
回
と
な
る
2
0
0
5
年
の
「
e

ー
片
町
お
店
ス
ゴ
ロ
ク
」で
は
、飯
島
ゼ
ミ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の„
購
読
雑
誌
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
析
“が

ゲ
ー
ム
に
組
み
込
ま
れ
、よ
り
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
店
舗
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

　
こ
れ
は
自
分
に
あ
っ
た
商
品
を
販
売
す
る
お
店
を

知
っ
て
も
ら
っ
て
、今
後
も
常
連
客
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
 

 

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
７９
％
の
参
加
者
が
、

紹
介
さ
れ
た
店
舗
は
自

分
に
あ
っ
て
い
た
と
回

答
す
る
な
ど
、
十
分
な

成
果
を
上
げ
た
よ
う
だ
。
 

  　
「
e
ー
片
町
お
店
ス
ゴ

ロ
ク
」が
も
た
ら
す
メ
リ

ッ
ト
は
他
に
も
あ
る
。
 

　
Q
R
コ
ー
ド
の
指
示

に
従
い„
実
際
に
片
町
を
歩
く
“こ
と
に
よ
っ
て
、そ

の
町
並
み
を
見
て
も
ら
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
 
 

「
今
ま
で
片
町
は„
飲
み
に
い
く
街
“だ
っ
た
の
で
す

が
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、様
々
な
店
舗
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」
 

と
は
、飯
島
ゼ
ミ
4
年
生
の
加
藤
さ
ん
。„
歴
史
あ
る

町
並
み
“と„
新
し
い
建
物
“が
上
手
に
融
合
し
て
い

て
、他
の
街
に
は
な
い
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
そ
う
だ
。
 

　
同
じ
よ
う
に
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
も„
お
店
に
詳
し

く
な
れ
た
“„
商
店
街
を
歩
い
て
、お
店
を
見
て
回
れ

て
よ
か
っ
た
“な
ど
の
声
を
寄
せ
て
い
る
。
 

 　
片
町
商
店
街
と
学
生
、そ
れ
は
歴
史
あ
る
も
の
と

新
し
い
も
の
。
 

　
金
沢
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
今
後

も
目
が
離
せ
な
い
。
 

ス 

携帯電話を通して 
片町商店街を身近に！！ 

飯島ゼミ 
ホームページの 
アドレスです！ 

ゲームの参加者は、自分のよく読む、あるいは
興味のある雑誌を読み取って、スゴロクを開始
する。これによって、回遊するコースが変化し、
自分の興味にあった店舗が紹介されることになる。 
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「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
」
開
設
 

よ
り
納
得
の
い
く
治
療
に
向
け
て
…
 

医

療

最

前

線

 

患
者
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
 

指
名
制
と
完
全
予
約
制
 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
活
用
を
 

得
意
分
野
へ
の
絞
り
込
み
が
信
頼
を
 

患
 

ま
 

者
に
と
っ
て
最
善
の
治
療
法
を
本
人
と
主

治
医
で
判
断
す
る
た
め
に
、
主
治
医
以
外

の
医
師
の
意
見
を
聞
く
。
こ
れ
が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
で
あ
る
。
「
医
師
を
変
え
る
」
の
で
は
な

く
、
納
得
し
た
上
で
治
療
を
受
け
る
。
医
療
過
誤

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
患
者
の
意
識
の
高
ま
り
を

受
け
、
大
学
病
院
や
が
ん
専
門
病
院
を
中
心
に
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
を
開
設
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
き
た
。
 

  

陸
で
も
富
山
大
、
福
井
大
や
国
立
病
院
機

構
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
国
立
金
沢
病

院
）
な
ど
で
す
で
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
金
大
病

院
で
も
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

検
討
開
始
か
ら
数
ヶ
月
で
急
ぎ
開
設
し
た
。
 

　
利
用
件
数
は
1
月
が
相
談
３０
件
、
受
診
3
件
、

2
月
が
相
談
３０
件
、
受
診
１０
件
と
が
ん
専
門
病
院

を
除
け
ば
全
国
的
に
見
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
れ
は
原
則
全
科
受
付
可
と
し
て
い
る
病
院
が
多

い
中
、
金
大
病
院
で
は
各
診
療
科
に
お
い
て
得
意

と
す
る
特
定
の
疾
患
に
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

患
者
の
信
頼
感
、
期
待
感
を
集
め
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
い
う
。
 

 

  

た
、
特
定
の
疾
患
ご
と
に
対
応
す
る

医
師
が
特
定
さ
れ
て
お
り
（
指
名

制
）
、
あ
や
か
じ
め
予
約
し
た
時
間
に
納
得

い
く
ま
で
相
談
で
き
る
（
完
全
予
約
制
）
。

こ
れ
ま
で
も
一
般
外
来
で
相
談
を
受
け
て
は

い
た
が
、
医
師
が
日
に
よ
り
異
な
っ
た
り
、

時
間
を
か
け
て
相
談
し
ず
ら
い
こ
と
も
あ
っ

た
。
費
用
は
全
学
自
費
負
担
だ
が
、
９０
分
ま

で
が
1
5
、
7
5
0
円
と
、
開
設
病
院
の
平

均
的
金
額
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
患
者
か
ら
は
概
ね

好
評
で
、
近
隣
地
域
か
ら
だ
け
で
な
く
、
遠

方
か
ら
「
治
療
に
は
通
え
な
い
が
一
度
だ
け

話
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
患
者
も
い
る
と
い
う
。
 

  

得
し
た
上
で
治
療
を
受
け
る
、
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
主

治
医
へ
の
遠
慮
か
ら
別
の
医
師
の
意
見
を
聞

く
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
患
者
も
ま
だ

ま
だ
多
い
。
し
か
し
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
の
利
用
が
普
及
す
れ
ば
、
患
者
は
前
向
き

に
治
療
に
向
か
え
る
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
 

　
金
大
病
院
で
は
、
今
後
受
診
で
き
る
疾
患

を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
、
竹
原
教
授
は
「
地

域
医
療
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
、
よ
り

高
度
な
専
門
的
立
場
か
ら
相
談
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
た
め
の
外
来
を
開
設
し
た
。
ご
自

分
の
病
気
や
治
療
方
針
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
、
あ
る
い
は
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
活
用
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
 
 

 
 

 

納
 

北
 

竹原和彦 

「
本
当
に
こ
の
治
療
法
で
よ
い
の
か
。
こ
の
先
生

を
信
頼
し
て
い
い
の
か
」
 

そ
ん
な
不
安
を
持
っ
た
患
者
に
よ
り
専
門
的
な

立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
外
来
」
を
、金
沢
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は

平
成
１８
年
1
月
か
ら
開
設
し
た
。
利
用
状
況
や

患
者
か
ら
の
反
応
は
ど
う
な
の
か
。
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
外
来
長
の
竹
原
和
彦
教
授
に
伺
っ
た
。
 

 

 
対 象 者 ： 患者本人または家族（要本人同意書） 
対象疾患 ： 下記ホームページ上で公開 
相談時間 ： 月～金の午後（完全予約制） 
　　　　　60～90分（資料検討、意見書作成時間を含む） 
費　　用 ： 自費負担（健康保険使用は不可） 
　　　　　90分まで15,750円、延長30分ごとに5,250円 
詳　　細 ： 医学部附属病院のホームページ参照 
http://web.hosp.kanazawa-u.ac.jp/2ndopi/index.html 
お問合せ ： 医学部附属病院医事課外来係 
　　　　　TEL : 076-265-2079 
　　　　　FAX : 076-234-4330 

セカンドオピニオン外来長　 

金大病院のセカンドオピニオン外来 

�



昇鶴キャンパス 

World Now　　　　　 　　　　　　　　  海外からの報告 

タンサターポーンポン・パーウィニー 

パーウィニーさん 

文学部建物 

女性の制服 皇族の冠 

タイにおける最初の大学 

チ
ュ
ラ
大
で
「
灯
篭
流
し
」
の
 

祭
り（
１２
月
の
満
月
日
） 

 

教育学研究科修士2年 

辛　紹熙 

未来を開く大学 

教育学研究科修士2年 

　
韓
国
第
2
の
都
市
、美
し

い
海
が
あ
る
釜
山
に
位
置
し

て
い
る
東
亜
大
学
校
。
昇
鶴
、

九
 
、富
民
の
3
つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
中
心
に
し
て
特
性
化

教
育（
注
）が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
学
生
数
2
万
人
の
、韓
国

で
は
比
較
的
大
き
い
規
模
の

競
争
力
の
あ
る
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
大

学
の
図
書
館
は
２４
時
間
開
放
さ
れ
て
お
り
、皆
熱

心
に
勉
強
し
て
い
る
。
朝
6
、7
時
に
行
っ
て
も
席

が
な
い
く
ら
い
な
の
で
、最
近
は
そ
の
解
決
策
と
し

て
1
人
1
座
席
制
が

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い

る
。
 

　
東
亜
大
学
校
で
は

大
学
の
国
際
化
を
目

指
し
て
国
際
交
流
が

活
発
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
現
在
１
9
ヶ
国

５８
の
機
関
と
姉
妹
協

定
を
締
結
し
、学
術
情

報
及
び
資
料
交
換
、教

授
・
学
生
交
換
、学
術

セ
ミ
ナ
ー
の
共
同
開

催
等
様
々
な
国
際
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

留
学
生
向
け
の
韓
国

語
授
業
は
従
来
の
授

業
が
改
善
さ
れ
、現
在

は
韓
国
語
A
、B
コ
ー

ス
に
分
け
、水
準
別
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
は
レ
ベ
ル
テ
ス
ト

に
よ
り
決
定
す
る
。
毎
年
2
回
実
施
さ
れ
る
韓

国
語
授
業
に
は
、韓
国
語
の
み
な
ら
ず
、韓
国
の

伝
統
文
化
の
体
験
、F
e
s
t
i
v
a
l
へ
の
参

加
や
地
域
交
流
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
 

　
大
学
の
周
り
に
は
き
れ
い
な
自
然
、躍
動
感
あ

ふ
れ
る
祭
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、美
味
し
い
食
べ

物
を
食
べ
る
機
会
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
特
に
釜
山

の
代
表
的
祭
り
で
あ
る
、釜
山
国
際
映
画
祭
、ザ

ガ
ル
チ
祭
り
、釜
山
海
祭
り
な
ど
が
開
か
れ
る
と

き
は
、釜
山
で
な
け
れ
ば
感
じ
ら
れ
な
い
多
様
な

文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
釜
山
地
域

の
自
負
心
で
、ま
た
韓
国
大
学
の
自
負
心
で
生

ま
れ
変
わ
る
東
亜
大
学
校
の
未
来
は
い
つ
で
も

明
る
い
。
 

　
タ
イ
の
国
立
機
関
の
大

学
の
中
、最
も
古
い
歴
史

を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

大
学
は
「
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー

ン
」
と
い
う
大
学
で
あ
る
。

チ
ュ
ラ
大
は
ラ
ー
マ
五
世
に

よ
っ
て
礎
が
築
か
れ
、王
の

名
前
で
あ
る
「
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ー
ン
」が
大
学
名
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
1
9
1
7

年
に
設
立
さ
れ
、バ
ン
コ
ク

の
中
心
に
位
置
す
る
。
敷

地
面
積
は
2
0
0
万
2
m
を

有
し
、法
学
部
を
は
じ
め
、

医
学
部
や
文
学
部
な
ど
の

計
１８
の
学
部
が
置
か
れ
て

い
る
。
 

　
タ
イ
の
大
学
と
日
本
の

大
学
と
の
大
き
な
違
い
は
、

や
は
り
制
服
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
大
学
は
制
服
が
な
い

の
に
対
し
、タ
イ
の
大
学
は
制
服
が
決
ま
っ
て
い
る
。
女

性
は
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ツ
と
黒
や
紺
色
の
ス
カ
ー
ト
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、同
様
に
男
性
は
ホ
ワ
イ

ト
シ
ャ
ツ
と
黒
や
紺
色
の
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
。
た
だ

し
、バ
ッ
ジ
や
バ
ッ
ク

ル
な
ど
に
大
学
ご
と

に
特
有
の
シ
ン
ボ
ル

が
彫
刻
さ
れ
て
い
る

の
で
、大
学
の
区
別
は

で
き
る
。
チ
ュ
ラ
大
の

シ
ン
ボ
ル
は
、タ
イ
語

で
「
プ
ラ
キ
ア
ゥ
」
と

呼
ば
れ
、ラ
ー
マ
五
世
の
名
前
の
意
味
か
ら
取
っ
た
言

葉
で
あ
る
。こ
れ
は
高
位
の
皇
族
が
用
い
る
冠
を
意
味

す
る
。
 

    　
チ
ュ
ラ
大
で
行
な
わ
れ
る
「
灯
篭
流
し
」
の
祭
り
は

有
名
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。タ
イ
の「
灯
篭
流
し
」

は
、日
本
の
灯
篭
流
し
と
は
違
っ
て
、日
々
の
生
活
の

支
え
と
な
る
川
の
恵
み
に
、感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
祭
り
で
あ
る
。タ
イ
人
は
祭
り
で
川
に
灯

篭
を
流
し
、身
近
な
者
と
遊
び
に
行
く
こ
と
を
楽
し
む
。

ち
な
み
に
、チ
ュ
ラ
大
な
ら
で
は
の
灯
篭
流
し
に
関
す

る
言
い
伝
え
が
存
在
す
る
。
チ
ュ
ラ
大
前
に
あ
る
大
き

な
池
に
好
き
な
人
と
一
緒
に
灯
篭
を
流
せ
れ
ば
両
思
い

に
な
る
し
、逆
に
、付
き
合
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
灯
篭

を
流
し
て
し
ま
う
と
、や
が
て
別
れ
を
告
げ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
迷

信
め
い
た
も
の
で

あ
る
が
、新
入
生

な
ど
は
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ

ー
の
よ
う
に
胸
を

と
き
め
か
せ
て
憧

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 

　
も
し
タ
イ
に
遊

び
に
来
ら
れ
た
際

は
、
是
非
チ
ュ
ラ

大
に
も
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
た

い
。
 

釜山のクァンアン大橋 

特性化教育　他の大学にはない，大学独自の特別な教育をいう。東亜大学校では，国内外での連携機関での単位取得，遠隔
授業，IT及び工学分野の製品開発，ロースクールなど学生を中心とする様々な教育が実施されている。 
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窓 

会 

同 

「全学同窓会連絡協議会」 
　　　　　　　　　　　の結成に向けた動き 

Dou!Sou!Kai!Dou!Sou!Kai! 便り Dou!Sou!Kai! 便り 

 

 

関
係
同
窓
会
代
表
者
等
懇
談
会
ひ
ら
か
れ
る
 

卒
業
式
・
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
実
施
 

同窓会担当副学長らが出席して開かれた代表者等懇談会 

中村信一理事から大学概要の説明を受ける 

創立五十周年記念館「角間の里」で、 

里山自然学校の活動を聞く 

22

33

資料館で前身
校の資料をの

ぞき込む 

月
２２
日
、
2
回
目
と
な
る
金
沢

大
学
関
係
同
窓
会
代
表
者
等
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

　
会
場
の
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
局
大

会
議
室
に
は
、
法
・
経
・
文
、
教
育
、

理
学
、
医
学
、
薬
学
、
工
学
及
び
旧
制

四
高
の
各
同
窓
会
等
の
代
表
者
の
ほ
か

関
東
理
学
部
同
窓
会
の
代
表
者
も
出
席

し
、
事
務
局
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
金

沢
大
学
全
学
同
窓
会
連
絡
協
議
会
会
則

（
案
）
」
を
基
に
協
議
の
結
果
、
早
期

に
「
全
学
同
窓
会
連
絡
協
議
会
」
を
結

成
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
 

 　
当
日
事
務
局
か
ら
行
っ
た
前
回
以
降

の
経
過
報
告
要
旨
は
次
の
と
お
り
。
 

●
単
位
同
窓
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
、
広
報
誌
「
ア
カ
ン
サ
ス
」
（
季

刊
）
を
各
単
位
同
窓
会
か
ら
申
し
出
の

あ
っ
た
支
部
等
へ
送
付
を
始
め
た
こ
と
。
 

●
同
窓
会
担
当
副
学
長
と
事
務
担
当
を

連
絡
窓
口
と
し
て
、
各
単
位
同
窓
会
及

び
一
部
の
地
区
と
の
連
絡
が
密
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
。
法
経
文
同
窓
会
東
京

支
部
（
北
の
都
会
）
に
よ
っ
て
作
製
さ

れ
た
「
同
窓
会
旗
」
や
「
陣
羽
織
」
が

各
支
部
総
会
、
「
四
高
寮
歌
祭
」
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
「
北

の
都
会
」
を
通
し
た
活
動
か
ら
、
関
東

理
学
部
同
窓
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
。
 

●
各
単
位
同
窓
会
の
支
部
総
会
等
に
担

当
副
学
長
が
出
か
け
、
広
報
資
料
を
活

用
し
て
大
学
の
近
況
等
に
つ
い
て
報
告

し
、
併
せ
て
大
学
へ
の
要
望
聴
取
に
も

努
め
始
め
た
こ
と
。
関
東
地
区
（
東
京
）

や
関
西
地
区
（
大
阪
）
で
は
、
法
経
文

同
窓
会
、
十
全
同
窓
会
及
び
金
沢
工
業

会
（
工
学
部
同
窓
会
）
を
中
心
に
合
同

の
総
会
や
他
学
部
の
卒
業
生
も
多
数
参

加
し
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
 

●
金
沢
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
卒
業
生

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
各
同
窓
会
と
そ

の
行
事
等
に
つ
い
て
順
次
紹
介
し
て
い

る
こ
と
。
 

   

月
２２
日
に
挙
行
さ
れ
た
平
成
１７

年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与

式
（
卒
業
式
）
に
は
、
多
数
の
保
護
者

に
混
じ
っ
て
旧
制
四
高
卒
業
生
を
は
じ

め
と
す
る
１
回
生
か
ら
４１
回
生
ま
で
の

卒
業
生
十
数
名
が
出
席
し
、
後
輩
た
ち

と
と
も
に
久
々
に
校
歌
を
高
唱
し
た
。
 

　
同
窓
生
た
ち
は
卒
業
式
後
、
総
合
移

転
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
に
参
加
し
、
霊
峰
白
山
の
麓
か

ら
築
2
8
0
年
の
豪
農
家
屋
を
移
築
し

て
整
備
し
た
創
立
五
十
周
年
記
念
館
「
角

間
の
里
」
、
理
学
部
・
薬
学
部
・
工
学

部
が
入
る
自
然
科
学
研
究
科
棟
、
金
沢

大
学
と
そ
の
前
身
校
の
資
料
等
を
展
示

す
る
資
料
館
、
文
学
部
・
教
育
学
部
・

法
学
部
・
経
済
学
部
な
ど
を
順
次
訪
問

し
た
。
 

　
同
窓
会
担
当
の
中
村
信
一
理
事
・
副

学
長
は
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
、
「
教
職

員
・
学
生
と
と
も
に
卒
業
生
を
本
学
の

基
本
構
成
員
と
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
卒
業
生
に
、
金
大
卒
を
誇
り

に
し
て
も
ら
え
る
大
学
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

同
窓
生
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、

一
日
も
早
く
同
窓
会
の
連
絡
協
議
会
を

結
成
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
 

��



Dou!Sou!Kai! 便り 

歴 史 探 訪  
K A N A Z A W A  U N I V E R S I T Y

写真3：尾山病院の位置を示す地図 
　　　　金沢市街之図（明治25年6月発行） 
　　　  金沢市立図書館近世史料館蔵 

写真2：田中信吾肖像画 
　　　（金沢大学医学部記念館蔵） 

写真1：金沢病院 
　　　  加賀金沢細見図（明治20年4月） 
　　　（金沢市立玉川図書館近世史料館蔵） 

金
沢
医
学
校
・
金
沢
病
院
・ 

          

石
川
県
甲
種
医
学
校
・
尾
山
病
院 

　               

〜
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
変
遷
〜 

資
料
館
客
員
研
究
員
　
板
垣 

英
治 

－5－ 

先
 に触
れ
ま
し
た
様
に
、「
石
川
県
金

沢
病
院
」は
明
治
９
年
に
医
学
教

育
と
患
者
の
診
療
と
を
分
離
す
る
た
め「
石

川
県
金
沢
医
学
所
」と「
石
川
県
金
沢
病

院
」と
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。明
治
１２
年
６

月
に
は
、金
沢
病
院
は
新
た
に
洋
風
病
院

を
医
学
所
の
後
方
｜
殿
町
松
平
大
弐
邸

跡（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
の
地
）
｜
に
建
築
・
落

成
し
ま
し
た
。

こ
の
病
院
は

当
時
の
金
沢

地
図
に
新
名

所
と
し
て
そ

の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す（
写

真
１
）。 

 　
大
田
美
農

里
院
長
は
新

築
事
業
で
、前

田
侯
、学
校
病

院
職
員
、市
内

開
業
医
師
、富

豪
等
か
ら
の

寄
付
を
得
る

た
め
に
大
い
に

貢
献
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、こ
れ
を
機
に
医

学
所
は「
金
沢
医
学
校
」と
改
称
さ
れ
、田
中

信
吾
が
校
長
兼
病
院
用
掛（
院
長
）に
新
任

し
ま
し
た（
写
真
２
）。 

 　
同
年
１１
月
に
田
中
信
吾
は
石
川
県
よ
り

医
学
教
育
強
化
を
目
的
と
し
て
の
医
務
取

り
調
べ
の
た
め
に
上
京
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
年
２
月
に
彼
は
金
沢
に
帰
る
と
、直
ち
に

医
学
教
育
制
度
及
び
規
則
の
改
革
を
行
い
、

教
員
・
吏
員
を
新
設
し
、「
実
地
修
業
」「
医
術

速
成
」の
た
め
に
医
学
校
で
の
修
業
年
限
の

４
年
間
へ
の
短
縮
と
日
本
語
で
の
医
学
教
育

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。田
中
の
こ
の

上
京
は
ド
イ
ツ
医
学
を
学
ん
だ
医
学
士
の

金
沢
へ
の
招
聘
へ
の
前
触
れ
で
も
あ
っ
た
と

見
ら
れ
ま
す
。 

　
明
治
１３
年
８
月
に
は
東
京
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
医
学
士
外
山
林
介

と
伴
野
秀
堅
が
教
諭
と
し
て
着
任
し
て
、金

沢
で
初
め
て
の
ド
イ
ツ
医
学
の
教
育
が
始
ま

り
ま
し
た
。し
か
し
、彼
等
は
２
年
足
ら
ず

で
金
沢
を
去
っ
て
い
ま
す
。 

 　
明
治
１５
年
５
月
に
、政
府
は
医
学
校
通
則

を
改
革
し
て
、甲
種
医
学
校
の
制
度
を
設
け

て
、こ
の
学
校
の
卒
業
生
は
無
試
験
で
医
師

免
許
を
取
得
出
来
る
と
し
ま
し
た
。た
だ

し
、こ
の
学
校
の
認
可
の
条
件
と
し
て「
少

ナ
ク
ト
モ
三
名
ハ
東
京
大
学
医
学
士
デ
ア

ル
」こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
金
沢
医
学
校
に
は
１５
年
末
か
ら
１７
年
に

か
け
て
、木
村
孝
蔵（
外
科
）ら
３
名
の
東

京
大
学
医
学
士
が
新
た
に
一
等
教
諭
と
し

て
着
任
し
て
こ
の
条
件
を
満
た
し
、
１７
年
３

月
に「
石
川
県
甲
種
医
学
校
」に
昇
格
し
ま

し
た
。 

 

方
、病
院
は
内
科
、外
科
、眼
科
、産

科
の
４
分
科
制
を
採
用
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
田
中
信
吾
は
校
長
の
席
を
明

け
渡
し
、新
た
に
岡
山
か
ら
中
浜
東
一
郎
が

着
任
し
ま
し
た
。分
科
制
を
行
う
こ
と
、若

い
木
村
ら
が
一
等
教
諭
と
し
て
、田
中
ら
の

上
に
位
す
る
こ
と
か
ら
、新
旧
の
職
員
と
の

間
に
は
対
立
を
生
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 　
田
中
信
吾
翁
碑
銘
文
に
は「
十
二
年
十

月
、ま
た
金
沢
医
学
校
長
兼
金
沢
病
院
長

に
転
じ
、声
誉
益
々
隆
し
。会
当
路
の
者
と

議
し
て
合
は
ず
。乃
ち
辞
職
す
。是
に
於
て

同
志
と
謀
り
尾
山
病
院
を
建
つ
。衆
推
し

て
院
長
と
為
す
。」と
あ
り
、こ
の
間
の
経

緯
を
表
し
て
い
ま
す
。
１７
年
１２
月
１１
日
に
田

中
は「
依
願
免
本
務
並
兼
官
」を
石
川
県
に

提
出
し
て
、こ
の
学
校
を
退
任
し
ま
し
た
。 

 　
明
治
１８
年
２
月
に
彼
は
医
員
藤
本
純
吉
、

伍
堂
卓
爾
、不
破
鎖
吉
ら
と
共
に
隣
接
の

博
労
町
に
北
陸
最
初
の
私
立
病
院「
尾
山

病
院
」を
開
業
し
ま
し
た（
写
真
３
）。当
初

の
６
年
間
は
本
院
の
外
来
患
者
数
は
金
沢

病
院
の
患
者
数
よ
り
、は
る
か
に
上
回
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
時
は
流
れ
、尾
山
病
院
は
医
員
の
死
亡

や
老
齢
化
に
よ
り
、大
正
元
年
１２
月
３１
日

に
藤
本
純
吉
院
長
に
よ
り
閉
院
さ
れ
ま
し

た
。一
方
、石
川
県
甲
種
医
学
校
は
明
治
２０

年
の「
第
四
高
等
中
学
校
」の
発
足
に
よ
り
、

同
校
医
学
部
と
な
り
、さ
ら
に
同
２７
年
９

月
に
は「
第
四
高
等
学
校
医
学
部
」と
な
り

ま
し
た
。 

 　
金
沢
で
の
ド
イ
ツ
医
学
の
始
ま
り
に
は
、

こ
の
よ
う
な
田
中
信
吾
の
貢
献
と
葛
藤
の

裏
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

一
 

金沢病院 

尾山病院 

第四高等中学校 

た
ま
た
ま
　
と
う
ろ
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協定書を交換する右から林勇二郎学長、山出保金沢市長、　舛周斌北陸鉄道社長 

開会のあいさつをする橋本哲哉副学長 

開会式であいさつする山岸勇石川県教育委員会教育長 

●
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
 

 　
3
月
２２
日
、
金
沢
市
観
光
会
館
で
平
成
１７
年

度
金
沢
大
学
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
挙

行
さ
れ
、
学
部
生
1
8
4
5
名
、
大
学
院
生

7
4
4
名
、
専
攻
科
１０
名
、
別
科
２８
名
、
計

2
6
2
7
名
に
学
位
記
及
び
修
了
証
書
が
授
与

さ
れ
た
。
今
回
、
初
め
て
大
学
院
と
学
部
の
2

部
制
で
行
わ
れ
、
会
場
内
に
保
護
者
・
同
窓
会

席
が
設
け
ら
れ
た
。
保
護
者
か
ら
は
、
式
へ
の

同
席
に
歓
迎
の
声
が
多
く
あ
が
っ
て
い
た
。
 

　
ま
た
、
式
で
は
学
業
や
課
外
活
動
等
で
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
１８
名
、
8
団
体
に
学
長
表
彰

が
贈
ら
れ
た
。
（
１４
頁
に
関
連
記
事
）
 

●
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
路
線
バ
ス

1
0
0
円
運
行
で
バ
ス
会
社
と
協
定
 

 　
学
生
ら
の
大
学
へ
の
交
通
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
学
生
が
多

く
居
住
す
る
旭
町
周
辺
の
バ
ス
停
間
の
運
賃
を

1
0
0
円
と
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
会
社
の
北
陸

鉄
道
（株）
と
合
意
し
、
2
月
１５
日
協
定
を
締
結
し

た
。
協
定
は
「
バ
ス
ト
リ
ガ
ー
協
定
」
と
呼
ば

れ
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
金
沢

市
の
提
案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
１８
年
4

月
か
ら
1
年
間
の
実
証
実
験
と
し
て
運
行
さ
れ

る
。
「
ト
リ
ガ
ー
」
と
は
、
誘
因
、
引
き
金
と

い
う
意
味
で
、
1
7
0
円
か
ら
2
0
0
円
の
運

賃
区
間
を
1
0
0
円
と
す
る
こ
と
で
、
学
生
等

の
利
用
を
促
進
す
る
。
採
算
ラ
イ
ン
を
下
回
れ

ば
運
賃
を
も
と
に
戻
す
こ
と
を
含
め
た
見
直
し

を
行
う
と
い
う
全
国
で
も
初
め
て
の
取
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
）
 

●
石
川
県
教
育
委
員
会
と
の
連
携
事
業

に
よ
る
成
果
発
表
会
が
開
か
れ
る
 

 　
本
学
と
石
川
県
教
育
委
員
会
の
連
携
に
よ
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
修
の
成
果
発
表
会
が
1
月
３１
日
、

教
育
学
部
で
開
か
れ
、
県
内
の
小
中
高
の
教
諭
、

本
学
の
教
員
・
学
生
ら
3
0
0
名
以
上
が
参
加

し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
修
は
、
昨
年
の
3
月
に

本
学
と
県
教
委
が
教
員
の
養
成
か
ら
現
職
教
員

の
研
修
に
わ
た
る
、
一
貫
し
た
教
員
養
成
シ
ス

テ
ム
を
図
る
目
的
で
締
結
し
た
連
携
協
定
に
基

づ
き
行
わ
れ
た
も
の
。
 

　
4
月
か
ら
1
月
に
か
け
、
教
育
学
部
の
教
員

9
名
が
8
つ
の
理
数
科
科
目
の
ゼ
ミ
の
講
師
を

務
め
、
県
内
の
小
中
高
の
教
諭
５９
名
が
、
指
導

案
作
成
、
研
究
授
業
、
授
業
分
析
な
ど
に
よ
り

指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
た
。
 

 

NEWS & T OPICS
●このほか、金沢大学のニュース＆トピックスは、金沢大学公式ホームページでご覧いただけます。

http://www.kanazawa-u.ac.jp/

●
„
能
登
の
自
然
と
文
化
を
生
か
す
“

を
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

 　
社
会
貢
献
室
は
3
月
4
日
、
5
日
の
両
日
、

「
金
沢
大
学
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
i
n
能

登
」
を
能
登
町
の
ホ
テ
ル
「
の
と
き
ん
ぷ
ら
」

で
開
催
し
た
。
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
「
地

域
に
開
か
れ
た
大
学
」
を
目
指
し
大
学
と
地
域

住
民
が
語
る
催
し
で
、
輪
島
、
加
賀
、
白
山
、

珠
洲
の
各
市
に
続
い
て
今
回
で
5
回
目
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
能
登
の
自
然
と
文
化
を
生
か
す

途
（
み
ち
）
」
で
、
両
日
合
わ
せ
て
2
3
0
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
 

　
本
学
教
員
、
石
川
県
立
大
助
教
員
、
本
学
委

嘱
の
「
駐
村
研
究
員
」
が
海
洋
資
源
や
森
林
資

源
の
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
食
文
化
な
ど

の
テ
ー
マ
で
話
題
提
供
を
し
た
。
2
日
目
は
「
食

文
化
と
地
域
資
源
」
、
「
里
山
利
用
と
地
域
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
を
開
き
、
大
学
の

研
究
を
生
か
し
た
能
登
の
活
性
化
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
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「角間の里」で開かれた意見交換会 

「角間の里」で里山自然学校の活動を聞く 

覚書を交わし，握手する林学長（左）と飛田社長 

講演するコマツ 鈴木取締役 

●
北
國
新
聞
社
と
「
地
域
学
と
し
て
の

金
沢
学
」
の
推
進
で
覚
書
を
締
結
 

 　
本
学
と
北
國
新

聞
社
は
、
大
学
の

社
会
貢
献
事
業
及

び
新
聞
社
の
地
域

振
興
事
業
の
一
環

と
し
て
、
互
い
に

連
携
・
協
力
し
て

「
金
沢
学
」
を
推

進
す
る
こ
と
で
合

意
し
、
3
月
２３
日
、

林
勇
二
郎
学
長
と
飛
田
秀
一
社
長
が
覚
書
を
交

わ
し
た
。
 

　
す
で
に
本
学
で
開
講
し
て
い
る
「
金
沢
大
学

市
民
大
学
院
」
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
金
沢
学
」
、

共
通
教
育
総
合
科
目
「
金
沢
学
入
門
」
及
び
留

学
生
教
育
科
目
「
金
沢
学
」
の
ほ
か
、
金
沢
経

済
同
友
会
が
実
施
す
る
「
金
沢
検
定
試
験
」
に

対
す
る
協
力
な
ど
が
共
同
事
業
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
県
民
・
市
民
を
対
象
と
し
た
公

開
講
座
「
地
域
学
と
し
て
の
金
沢
学
」
の
開
講

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
 

              

●
同
窓
生
を
招
き
、
卒
業
式
・
 

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
実
施
 

 　
3
月
２２
日
に
挙
行
し
た
学
位
記
・
修
了
証
書
授

与
式
は
大
学
院
と
学
部
の
２
部
制
で
行
わ
れ
、は

じ
め
て
保
護
者
・
同
窓
会
関
係
者
席
が
設
け
ら
れ

た
。
同
窓
会
関
係
で
は
、旧
制
四
高
卒
業
生
を
は

じ
め
と
す
る
１
回
生
か
ら
４１
回
生
ま
で
の
卒
業

生
十
数
名
が
出
席
し
、後
輩
た
ち
と
と
も
に
校
歌

を
高
唱
し
た
。
 

　
同
窓
生
た
ち
は
式
後
、
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
に
参
加
し
、
「
角
間
の
里
」
、
自
然
科
学

研
究
科
棟
、
資
料
館
、
文
・
教
育
・
法
・
経
済

の
各
学
部
な
ど
を
順
次
訪
問
し
た
。
 

　
本
学
で
は
、
学
部
又
は
学
科
単
位
に
組
織
さ

れ
て
い
る
同
窓
会
を
、
旧
制
四
高
同
窓
会
を
含

め
全
学
的
な
同
窓

会
連
絡
協
議
会
と

し
て
早
期
に
整
備

す
る
予
定
で
あ
り
、

本
格
的
な
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

の
開
催
も
展
望
し

て
い
る
。
 

       

●
本
学
の
先
端
研
究
を
 

海
外
メ
デ
ィ
ア
が
ツ
ア
ー
取
材
 

 　
社
会
貢
献
室
は
2

月
１６
日
と
１７
日
、
石

川
県
と
共
同
で
東
京

に
駐
在
す
る
海
外
マ

ス
コ
ミ
の
記
者
を
招

へ
い
す
る
フ
ォ
ー
リ

ン
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
。
 

　
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
報
道
機
関
は
新
華
社
（
中
国
）
、
中
国
青
年

報
（
同
）
、
U
P
I
通
信
（
ア
メ
リ
カ
）
、
Y

ー
N
e
t
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
の
4
社
5
人
。
本

学
で
の
取
材
は
、
世
界
初
の
動
画
観
察
が
可
能

な
「
高
速
原
子
間
力
顕
微
鏡
」
を
開
発
し
た
安

藤
敏
夫
教
授
の
研
究
室
と
、
２１
世
紀
C
O
E
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
推
進
担
当
者
で
、
H
I
V
由

来
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
た
脊
髄
小
脳
変
性
症
の
遺

伝
子
治
療
に
取
り
組
む
平
井
宏
和
助
教
授
の
実

験
室
の
2
カ
所
。
 

　
ま
た
、
記
者
と
同
国
か
ら
の
留
学
生
と
の
意

見
交
換
会
も
開
催
さ
れ
た
。
 

              

●
こ
ま
つ
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 　
2
月
２８
日
、
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
で
、

本
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
、
小
松
市
、
日
本
政

策
投
資
銀
行
の
共
催
に
よ
り
「
こ
ま
つ
も
の
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
１１
月
の
3
者
に
よ
る
「
産

学
官
連
携
協
定
」
に
基
づ
く
連
携
事
業
の
一
つ

で
、
コ
マ
ツ
の
鈴
木
康
夫
取
締
役
兼
常
務
執
行

役
員
に
よ
る
「
コ
マ
ツ
の
経
営
戦
略
と
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
小
松
へ
の
期
待
」
と
題
す
る
講
演

の
ほ
か
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
 
西
山
健
介
調

査
役
に
よ
る
「
こ
ま
つ
も
の
づ
く
り
ク
ラ
ス
タ

ー
調
査
」
の
結
果
報
告
、
本
学
教
員
に
よ
る
技

術
研
究
発
表
会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
小
松
サ
テ
ラ
イ

ト
の
活
動
報
告
な
ど
が

あ
っ
た
。
 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

小
松
市
周
辺
の
企
業
関

係
者
、
自
治
体
関
係
者

ら
約
2
5
0
名
が
参
加

し
た
。
 

   

学長年頭あいさつ 
成人祝賀式 
第2回「企業の夢と大学に託す希望」企業発表会 
外国語教育研究センター研究会 
金沢がん生物学国際シンポジウム2006 
大学入試センター試験 
ミニ講演 
「いま子どもたちに何が起こっているのか」 
白山（白峰）雪だるまウィーク2006in金沢 
地域交流フォーラム「角間の里」を知る!　 
～旧山口家の歴史と今後の事業展開 
第5回金沢大学ベータベースフォーラム 
派遣留学報告会 
教育学部―石川県教育委員会連携ゼミナール 
研修成果発表会 
 
第5回教員養成改革フォーラム 
平成17年度金沢大学社会教育主事 
フォローアップ研修 
「分野混成チーム派遣によるモノづくり教育」
成果報告会 
第27回がん研究所セミナー 
ハラスメント防止に関する講演会　 
業界企業研究会 
「金沢バストリガー方式」協定調印式 
外国語教育研究センター第１回講演会 
特別講演会「水圏・水域の環境に関する講演会」 
金沢大学・石川県フォーリンプレスツアー 
ミニ講演「いのちの水を日本から世界へ」 
企業家育成セミナー 
第2回金沢大学関係同窓会代表者等懇談会 
前期日程入学試験 
こまつものづくりフォーラム 
「ものづくりのまちの再構築を考える」 
第3回大学教育セミナー 
 
日本学術会議地域振興・中部地区フォーラム 
タウンミーティングin能登 
「金沢学」特別コース 
前期日程合格発表 
21世紀COEプログラム（環日本海） 
第4回国際シンポジウム 
日本海学シンポジウム 
後期日程入学試験 
医学部附属病院講演会 
ミニ講演「「韓流マダム」が日本・韓国を変える」 
法情報センター模擬裁判 
後期日程合格発表 
平成17年度学位記・修了証書授与式 
同窓生大学見学会 
本学と北國新聞社による「金沢学」 
推進事業実施にかかる覚書の調印 
第4回北陸地区国立3大学教養教育研究会 
退職記念式 
 
学際科学実験センター市民公開講座 
路線バス100円運行開始式 
平成18年度入学宣誓式 

吹奏楽団アンサンブルコンテスト石川県大会金賞 
（能美市） 
吹奏楽団アンサンブルコンテスト北陸支部大会金賞 
（福井県） 
学位記・修了証書授与式における学長表彰 

●論文等が優れていると認められる者 

渡瀬博之（わたせひろゆき）自然科学研究科／保科有希（ほしなゆき）自然
科学研究科／野村宏美（のむらひろみ）文学部／海野峻太郎（うんのしゅん
たろう）工学部 

●本学の課外活動の振興に顕著な功績があったと認められる団体 

合唱団代表　山本善啓（やまもとよしひろ）／陸上競技部代表　鈴木美沙都
（すずきみさと）／硬式庭球部代表　祢津伴美（ねつともみ）／男子バレー
ボール部代表　杉田広明（すぎたひろあき）／弓道部代表　有賀祐人（ある
がゆうと）／洋弓部代表　盛川彩子（もりかわあやこ）／スキー部代表　北
上紘生（きたがみひろお）／フォーミュラ研究会代表　中尾仁（なかおひとし） 

●本学の課外活動の振興に顕著な功績があったと認められる個人 

稲生隆則（いなおたかのり）教育学研究科／濱田敦子（はまだあつこ）法学
研究科／鈴木美沙都（すずきみさと）法学部／倉沢茜（くらさわあかね）教育
学部／加藤公基（かとうこうき）工学部／田中雄輝（たなかゆうき）教育学部
／川崎文義（かわさきふみよし）工学部／長瀬博之（ながせひろゆき）医学
部／盛川彩子（もりかわあやこ）文学部 

●その他、表彰に価する行為等があったと認められる者 

森井一誠（もりいいっせい）理学部／中込玲子（なかこみれいこ）文学部／工
藤頌子（くどうようこ）教育学部／加藤沙絵（かとうさえ）教育学部／西嶋大
輔（にしじまだいすけ）理学部 
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編
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協
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刷
：（
株
）山
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ご 意 見・ご 要 望  
　金沢大学では、より良い広報誌を作成するため、みな
さまからのご意見・ご要望をお待ちしております。 
　取り上げてほしい話題、質問したいことなど何でも結
構ですので、下記までお寄せください。 

〒920-1192　金沢市角間町 
TEL.（076）264-5024　FAX.（076）234-4015 

金沢大学広報戦略室 宛 
E-mail:koho@ad.kanazawa-u.ac.jp 
HP http://www.kanazawa-u.ac.jp/

路線バス 運行開始！ 路線バス 運行開始！ 
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（13ページに関連記事） 
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A
c
a
n
th
u
s
は
金
沢
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
h
ttp
://w

w
w
.ka
n
a
za
w
a
-u
.a
c
.jp
/　
 

広
報
誌
「
ア
カ
ン
サ
ス
」
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
同
窓
会
に
は
有
償
で
増
刷
い
た
し
ま
す
の
で
、所
要
数
を
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

�
�
�
�
��
�
�

第
5
号
　
2
0
0
6
.4

「アカンサス」は、古代ギリシア・ローマに由来し、金沢大学の校章に使われている植物の名称（和名ハアザミ）で、角間キャン
パスの各地区をつなぐ連絡橋の名称に使われるなど、学生・教職員に親しまれている。 

 ●Acanthusとは？ 

金沢大学広報誌　アカンサス 

産学連携　中部地区の大学長ら地域活性化を討論 

Campus Trend　基本は自らのビジョンを持っての自学自習／ 
　　　　　　　 縦割の学問体系を打破し第一線級レベルを目指す 

夢project　オーロラの電磁波を突き止めたい／ 
　　　　　「熱」という雑音を排し、物質の本質に迫る 

ヤングパワー　誰もが楽しめる観光都市へ／ 
　　　　　  片町と学生のユニークコラボ 

医療最前線　より納得のいく治療に向けて… 

海外からの報告　タイにおける最初の大学／未来を開く大学 

Dou!Sou!Kai!便り　全学同窓会連絡協議会 

歴史探訪　金沢医学校・金沢病院・石川県甲種医学校・尾山病院 
 

　 

平成18年度　入学宣誓式 

� � � � � � � 	 
 � �

編
集
後
記 

　
今
号
の
→
写
真
は
桜
。
 

　
後
記
を
書
い
て
い
る
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
に
、通

勤
路
の
桜
も
満
開
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
っ
と
り

と
雨
に
う
た
れ
る
桜
も
い
い
で
す
が
、願
わ
く
ば
、

散
ら
な
い
間
に
青
空
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
 

　
さ
て
、今
号
の
ア
カ
ン
サ
ス
は
、内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ペ
ー
ジ

数
こ
そ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、金
沢
大
学
の
ホ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
、詰
め
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
よ
り
広
報
室
は
「
広
報
戦
略
室
」
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た（
ど
う
変
わ
る
の
？
　
そ
れ

は
こ
れ
か
ら
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
）。
今
後
も
、満

開
の
桜
の
よ
う
に
、皆
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
を
発

行
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
愛
読
の
程
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 （
友
） 

路線バス100円運行は、収入が採算ラインが下回った場合“運賃
を元に戻すこと”を含めた見直しが行われます。 
収入の比較はICaのみのカウントとなり、現金での支払いは比較
の対象とはなりませんので、ICaの利用をお願いします。また
ICaでは10％のプレミアが付き100円バスが実質91円でご利用
いただけます。 

新規券は、金大生協購買部で販売しています。 
会員登録は大学会館トラベルセンターへ 

自然研エリア食堂前に 
ICa積み増し機を 
新設しました！ 

至金沢駅 至千寿閣 

鈴見町 

角間新町 金沢大学中央 金沢大学 

運賃100円エリア 

若松 

若谷 
若松橋 

若松西 

上若松 

鈴見台三丁目 
鈴見台一丁目 

田井町 

暁町 
桜町 

旭町口 

旭町住宅 

至太陽ヶ丘住宅 
至田上住宅 

鈴見台二丁目 

旭町 

金沢大学自然研前 
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